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本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
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、
平

成

年
合
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以
後
最
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規
模

の
１
３
１
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百
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、
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前
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度
当
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税
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、
前
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比
０
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減
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億
８
３
３
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万
円
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計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
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ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
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、
前
年
比
１
・
２
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イ
ン
ト
減
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・
８
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っ
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。

地
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交
付
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、
前
年
比
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億
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千
万
円
増
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億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
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所
定
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依
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財
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比
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、
前
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イ
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２
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い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。
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、
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待
望
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文
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体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成
18
年
合
併
以
後
最
大
規
模

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、
11
億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
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根
幹
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占
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る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の
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億
８
３
３
０
万
円
を

前
年
比
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・
５
％
増
の
５
億

７
４
０
０
万
円
が
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財

源
比
率
は
、
前
年
比
１
・
２

ポ
イ
ン
ト
減
の
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・
８
％
と

な
っ
た
。
地
方
交
付
税
は
、

前
年
比
１
億
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千
万
円
増
の

45
億
９
千
万
円
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市
債
は
96

・
３
％
増
の
18
億
１
２
０
０

万
円
、
国
・
県
支
出
金
は
所

定
の
額
が
計
上
さ
れ
、
依
存

財
源
の
比
率
は
、
前
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比

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
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・

２
％
と
な
っ
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歳
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予
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い
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、

各
種
検
診
、
予
防
接
種
事
業

を
は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
助
成
」
等
の
新
規

事
業
を
含
め
、
民
生
費
の
支

出
が
33
・
７
％
と
歳
出
予
算

を
大
き
く
占
め
て
い
る
。
待

望
の
社
会
文
化
体
育
館
の
建

設
、
太
陽
光
発
電
に
風
力
発

電
を
加
え
た
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
経
費
補

助
」
な
ど
総
務
費
が
９
・
４

％
。

塩
田
中
学
校
改
築
事
業
や
市

内
小
中
学
校
普
通
教
室
空
調

設
備
設
置
事
業
な
ど
教
育
環

境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
予

算
な
ど
の
教
育
費
が
12
・

８
％
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成

事
業
、
嬉
野
橋
補
修
補
強
事

業
、
全
天
候
型
多
目
的
広
場

整
備
事
業
な
ど
土
木
費
に

９
・
９
％
。

市
債
な
ど
の
返
済
財
源
と
し

て
公
債
費
７
・
６
％
な
ど
が

主
な
歳
出
予
算
で
あ
る
。

自
主
財
源
の
比
率
の
低
さ

が
気
が
か
り
な
予
算
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
付
託
を
受
け
た

議
会
と
し
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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療
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Ｐ
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）

一
般
質
問
は
、
議
長
を
除

く
17
名
の
議
員
中
、
15
名
が

３
日
間
に
わ
た
り
登
壇
し
、1

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
に
対

し
、
鋭
い
指
摘
が
活
発
に
お

こ
な
わ
れ
た
。

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

借金返済に年間で
1人当り 3万5113円

一般会計
当
初
予
算

会計名 予算額 前年度比

国民健康保険 42億1052万円 2.5%増

後期高齢者医療 3億2061万円 6.2%増

農業集落排水 6億945万円 22.2%減

公共下水道事業 3億3763万円 12.1%増

第７土地区画整理事業 2億5718万円 1.2%減
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7億6931万円 8億8280万円 11億4336万円 12億4079万円 13億713万円 16億

18.1%

12.3%
13.7%

7.6%7.4%
3.1%

5.8% 6.7%
8.3%

9.4% 9.9%
12

▲社会文化体

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債（
借
金
）

公
債
費

（
借
金
返
済
）

商
工
費

農
林
水

産
業
費

消
防
費

衛
生
費

総
務
費

土
木
費

借金負担（公債費）
35,113円

民生費
156,550円

教育費
59,221円

464,188円
衛生費
40,262円

土木費
46,029円

市税負担（一人当たりの人口割） 83,925円

農林水産業費
27,091円

歳 入 歳 出

は
、
３
月
２
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召
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増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

教育･文化

観光･商工

総務･企画 近
年
の
地
球
温
暖
化
等
の

環
境
変
化
に
よ
り
、
夏
の
高

温
化
や
冬
の
低
温
化
に
対
処

す
る
た
め
、
市
内
の
各
小
中

学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
導
入
す
る
費
用
１
億
７

９
６
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
小
中
学
校
の
快

適
な
教
育
環
境
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

塩
田
中
学
校
を
改
築
す
る

費
用
、
24
年
度
分
２
億
６
４

７
０
万
円
、
25
年
度
は
14
億

３
７
４
４
万
円
が
計
上
予
定

で
25
年
度
中
の
完
成
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

「
学
び
の
森
」
を
配
置
し

併
設
さ
れ
る
社
会
文
化
体
育

館
と
の
連
携
も
図
ら
れ
る
。

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

「
歌
舞
伎
」
を
市
内
の
小
中

学
生
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う
た

め
、「
出
前
学
校
歌
舞
伎
開

催
事
業
」
と
し
て
２
５
５
万

円
が
計
上
さ
れ
た
。
子
ど
も

達
に
は
、
日
本
が
世
界
に
誇

る
文
化
が
体
験
で
き
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
市
民
の
防
災
行
政
無

線
等
の
整
備
を
目
的
に
３
億

２
５
０
５
万
円
（
３
年
間
の

の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
た
。

議
会
と
し
て
今
後
、
事
業

内
容
の
精
査
を
課
題
と
し
て

執
行
部
へ
申
し
入
れ
た
。

緊
急
防
災
資
材
の
備
蓄
と

非
常
用
発
電
機
建
屋
建
設
と

し
て
塩
田
地
区
・
嬉
野
庁
舎

に
設
置
す
る
た
め
に
７
９
１

７
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

被
災
地
支
援
に
１
７
４
万

円
の
予
算
で
専
門
職
員
を
継

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

1（
Ｕ
Ｄ
）
を
取
り
入
れ
た
オ

ペ
ラ
上
映
が
小
中
学
生
対
象

に
Ｕ
Ｄ
の
啓
発
を
目
的
と
す

る
事
業
と
し
て
３
７
２
万
円

の
計
上
が
さ
れ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
設
置
費
と
し
て
太
陽
光
発

電
、
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
昨
年
よ
り
増
額
で

塩
田
中
学
校
改
築
に
着
手

防
災
行
政
無
線
の
整
備
拡
充

河川の遊歩道をライトアップ
塩
田
川
の
遊
歩

道
（
曙
橋
〜
嬉
野

橋
の
区
間
）
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
基
本
設
計

に
１
１
０
万
円
が

組
ま
れ
、
観
光
地

1

「
嬉
野
温
泉
」
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
観
光
振
興
を
図

る
。県

の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
交
付
金

事
業
１
８
８
３
万

円
を
受
け
、
外
国

人
観
光
客
受
入
体

制
整
備
事
業
、
観

嬉
野
市
元
気
発
信

事
業
、
嬉
野
温
泉

ま
つ
り
活
性
化
事

業
の
４
事
業
に
取
り
組
み
、

観
光
客
増
を
目
指
す
。

地
域
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
は
市
内
８
チ
ー

ム
の
専
門
グ
ル
ー
プ
か
ら
嬉

野
市
の
活
性
化
の
た
め
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
市
全
体

の
地
域
活
性
化
、
観
光
客
誘

致
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め

に
９
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。そ

の
他
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
向
け

て
魅
力
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
多
言
語
で
制
作
す
る
た
め

に
１
５
０
万
円
、
志
田
焼
の

里
博
物
館
の
人
道
橋
設
置
工

事
に
１
５
０
０
万
円
な
ど
が

計
上
さ
れ
た
。

より良い教育

環境に対応

予
算
の
な
か
み

総
工
費
９
億
５
８
６
６
万
円
）

続
的
に
派
遣
し
、
支
援
す
る
。

９
５
０
万
円
が
助
成
さ
れ
る
。

光
情
報
発
信
事
業
、
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本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
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主
財
源

比
率
は
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前
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２
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８
％
と
な
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。
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付
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４
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の
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９
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万
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、
市
債
は

・
３
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増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
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出
金
は
所
定
の
額

が
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上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
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と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
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・
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と
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比
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の
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千
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、
市
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・
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１
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百
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、

国
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、
依
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の
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は
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前
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比
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イ
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の
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と
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っ
た
。
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出
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に
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い
て
は
、
各

種
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、
予
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接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

総
合
運
動
公
園
に
昨
年
か

ら
建
設
中
で
あ
る
全
天
候
型

室
内
多
目
的
広
場
の
工
事
費

用
に
１
億
４
４
５
５
万
円（1

を
計
上
し
、
９
月
頃
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
の
嬉
野
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業
が
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
と
し
て
１
億
８

土
地
区
画
整
理
事
業
の
形
で

始
ま
る
。
新
幹
線
を
活
か
し

た
新
し
い
街
づ
く
り
に
期
待

し
た
い
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
嬉

野
橋
の
補
修
補
強
工
事
は
、1

３
４
３
０
万
円
（
総
工
費
１

億
２
６
０
０
万
円
）
を
か
け

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助

成
事
業
は
昨
年
始
ま
っ
た
県

の
事
業
に
市
も
上
乗
せ
し
５

０
６
９
万
円
の
予
算
。

市
道
改
良
工
事
に
９
５
１

０
万
円
、
15
路
線
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

本
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当
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平

成
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併
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、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
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億
８
３
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０
万
円
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上
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入
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は
、

前
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５
％
増
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５
億
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４
百
万
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が
基
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入
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、
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源
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、
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２
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の
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８
％
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千
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円
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千
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円
、
市
債
は

・
３
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増
の
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１
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百
万
円
、

国
・
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支
出
金
は
所
定
の
額
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、
依
存
財
源
の
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は
、
前
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比
１
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ポ

イ
ン
ト
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の
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と
な

っ
た
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歳
出
予
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つ
い
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、
各

種
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診
、
予
防
接
種
事
業
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中
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ま
で
の
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費
助
成
」
等
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事
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を
含
め
、
民
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費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
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度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
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、

対
前
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当
初
予
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比
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・
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、
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千
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の

大
型
予
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で
は
、
自
主
財
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の
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幹
を
占
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る
市
税
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入
は
、
前
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度
比
０
・
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減
の
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０
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を
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上
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入
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に
つ
い
て
は
、

前
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比

・
５
％
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の
５
億
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４
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万
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が
基
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ら
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り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
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比
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は
、
前
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・
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ポ
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ト
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の
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８
％
と
な

っ
た
。
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方
交
付
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は
、
前
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比
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千
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の
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９

千
万
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、
市
債
は

・
３
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の
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１
２
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万
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、

国
・
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金
は
所
定
の
額

が
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上
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れ
、
依
存
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源
の
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は
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前
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比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
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っ
た
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歳
出
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に
つ
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て
は
、
各

種
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、
予
防
接
種
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待
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文
化
体
育
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予
算
集
中
審
議

本
年
度
に
９
億
９
７
１

５
万
円
の
借
金
返
済
を
必
要

と
し
て
い
る
が
本
年
度
末
の

借
金
見
込
み
額
は
１
０

市
民
１
人
当
た
り
に
す

る
と
い
く
ら
か
。

１
人
当
た
り
、
36
万
３

２
８
２
円
と
な
る
。

削
減
は
図
ら
れ
た
か
。

要
員
を
含
め
維
持
管
理

費
の
削
減
を
図
り
年
間
２
千

万
円
程
度
と
な
る
。

平
成
26
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
９
億
５
８
６
６
万
円

の
事
業
と
な
る
。

内
容
見
直
し
と
予
算
削

減
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指
摘
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た
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さ
れ

て
い
な
い
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今
後
、
運
用
は
検
討
す

る
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地
区
に
い
く
の
か
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
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仙
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で
、
短
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１
週
間
程
度
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中
期
の
３
カ

月
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予
定
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い
る
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滞
納
処
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に
40
万
円
は

何
か
。県

滞
納
整
理
推
進
機
構

の
負
担
金
で
あ
る
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県
滞
納
整
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推
進
機
構

の
復
活
し
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由
は
。

県
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連
携
す
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こ
と
に

よ
り
徴
収
効
果
が
出
て
い
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の
で
県
に
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し
た
。

問

保
育
所
跡
地
の
活
用
は

ど
う
す
る
か
。

答

問

被
災
地
支
援
は
ど
こ
の

平
成
25
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
15
億
７
１
７
６
万
円

の
事
業
と
な
る
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

問答

答

答 問

問答 行
政
防
災
無
線

整
備
に

３
億
２
５
０
５
万
円

市
税
の
徴
収対

策
に

４
０
万
円

嬉
野
保
育
所解

体
に

７
６
０
万
円

借
金
は１

人
当
た
り

３
６
万
円

社
会
文
化
体
育
館

建
設
に

５
億
３
９
３
１
万
円

被
災
地
支
援
に

１
７
４
万
円

▲財政運営に必至の財政課

▲いよいよなくなる嬉野保育所

答 問問

答

問問 答 答

問問 答

問 答

借
金
見
込
み
額
は
い
く
ら
か
。

３
億
１
６
５
０
万
円
で
あ
る
。

工
事
総
額
は
い
く
ら
か
。

工
事
総
額
は
い
く
ら
か
。

解
体
し
て
公
園
と
す
る
。

問

答



本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
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初
予
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、

億
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の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
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予
算
で
は
、
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根
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市
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０
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０
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５
％
増
の
５
億

７
４
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２
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８
％
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付
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４
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９
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３
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２
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２
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待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

7

こ
の
事
業
の
目
的
は
。

中
学
生
の
保
健
の
向
上

と
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

の
た
め
。

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

中
学
生
の
医
療
費
の
１

カ
月
分
を
自
己
負
担
費
用
か

ら
５
０
０
円
差
し
引
い
た
分

近
年
の
地
球
温
暖
化
に

よ
る
夏
の
異
常
高
温
や
冬
の

中
学
生
の

医
療
費
助
成
に

１
０
７
８
万
円

小
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に

１
億
７
９
６
万
円

▲改修されるバンガロー

低
温
で
学
習
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
。
特
に
夏
の
熱
中
症

対
策
等
、
改
善
が
必
要
と
な

っ
た
。今

の
教
育
環
境
は
精
神

論
だ
け
で
賛
否
を
論
じ
る
範は

ん

疇ち
ゅ
う
を
超
え
て
い
る
。

設
置
箇
所
は
。

小
学
校
61
教
室
、
中
学

校
19
教
室
に
設
置
。

の
店
支
援
事
業
の
内
容
は
。

応
援
プ
レ
ー
ト
制
作
に

１
０
１
万
円
。

ど
う
い
う
効
果
を
狙
っ

て
い
る
の
か
。

嬉
野
産
の
農
作
物
の
需

要
拡
大
と
嬉
野
の
農
業
を
応

援
し
て
も
ら
う
た
め
。

応
援
プ
レ
ー
ト
は
ど
の

よ
う
も
の
か
。

木
製
フ
レ
ー
ム
に
手
漉

き
和
紙
で
、
応
援
の
店
を
表

示
し
、飲
食
店
に
配
布
す
る
。

基
準
は
ど
う
す
る
の
か
。

１
点
以
上
地
元
産
の
食

材
を
使
用
し
て
も
ら
う
。

な
ぜ
歌
舞
伎
な
の
か
。

九
州
方
面
に
講
演
が
来

る
の
で
希
望
を
出
し
た
。
通

常
で
あ
れ
ば
１
千
万
円
以
上

の
費
用
が
か
か
る
。

こ
の
機
会
に
市
内
の
子
ど

も
達
に
日
本
文
化
を
体
験
さ

せ
た
い
。

来
年
３
月
に
嬉
野
市
体

育
館
で
１
千
人
規
模
で
の
開

催
予
定
。

健
康
保
養
地
づ
く
り
計

画
書
に
基
づ
い
て
、
元
気
で

快
適
な
生
活
が
で
き
る
場
・

具
体
的
に
は
。

市
民
に
は
他
の
温
泉
保

養
地
の
視
察
や
講
習
で
意
識

を
高
め
て
も
ら
い
、
観
光
客

に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
し

て
嬉
野
温
泉
に
泊
ま
っ
て
も

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

今
回
改
築
す
る
の
は
何

人
用
か
。

５
人
用
１
棟
と
10
人
用

１
棟
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
仕
様
に
な
る
。

利
用
者
が
減
少
し
て
い

投
資
し
て
い
く
の
か
。

利
用
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

問

う
れ
し
の
の
農
業
応
援

施
時
期
は
。
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１
千
人
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度

を
考
え
て
い
る
。

予
算
の
中
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き
な
が
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投
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ポ
ス
ト
設
置
の
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。
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秀
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の
賞
品
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チ
ラ
シ
の
作
製
費
用
。
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月
・
８
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９
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の

３
回
、
違
う
題
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で
行
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予
算
集
中
審
議

問答問答 答

答

問答問答問答答問問 答 答

問答

問答問答

問答

問答問答問 答

答

が
申
請
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
。

本
当
に
設
置
は
必
要
か
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い
つ
、
ど
こ
で
開
催
か
。

ど
う
い
う
内
容
な
の
か
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る
の
に
、
こ
れ
か
ら
も
整
備
、

い
つ
頃
実
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す
る
の
か
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間
を
築
い
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い
く
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と
だ
。

ら
い
そ
の
意
見
感
想
を
伺
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問

問

歌
舞
伎出

前
講
座
に

２
５
５
万
円

農
業
応
援

プ
レ
ー
ト
に

１
０
１
万
円

ほ
っ
と
元
気
推
進

事
業
に

１
８
４
万
円

バ
ン
ガ
ロ
ー
改
築

１
０
７
０
万
円

川
柳
大
会
に

１
２
７
万
円

問
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本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。
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社
会
文
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５
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４
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３
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２
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額
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に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
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学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
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規
事

業
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め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

条
例
改
正

人

事

医
療
費
助
成
を

中
学
生
ま
で
拡
大

中
学
生
の
保
健
の
向
上
と

子
育
て
世
代
の
負
担
の
軽
減

に
よ
る
生
活
の
安
定
を
目
指

す
た
め
に
、
今
回
、
条
例
が

制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
小
学
生
ま

で
の
制
度
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
今
回
の
条
例
制

定
に
よ
り
、
中
学
生
の
医
療

費
は
自
己
負
担
費
用
か
ら
５

０
０
円
を
差
し
引
い
た
分
を

条
例
一
部
改
正
の
主
な
改

正
点
は
３
点
で
、

①
事
業
系
の
指
定
袋
に
小
１

枚
50
円
を
設
け
た
。

②
犬
・
猫
の
死
体
の
処
分
は

１
体
に
つ
き
１
５
０
０
円

の
手
数
料
が
必
要
に
な

る
。

③
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
搬
入
さ
れ
た
再
生

資
源
物
を
市
か
ら
委
託
さ

れ
た
者
以
外
は
持
ち
出
し

で
き
な
い
。

込
ん
だ
事
件
が
頻
発
し
て
世

間
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
た
。
こ
れ
に
警
察
も
本
腰

を
入
れ
て
応
え
る
た
め
に
、

市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
行

政
と
も
連
携
を
深
め
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
動
き
は
、
全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
そ
れ

に
よ
っ
て
効
果
が
上
が
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

嬉
野
市
議
会
で
は
、
市
提

出
の
原
案
に
対
し
一
部
修
正

佐
賀
県
暴
力
団
排
除
条
例

が
制
定
さ
れ
た
の
を
受
け
県

下
全
市
町
も
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

安
全
で
平
穏
な
市
民
生
活

の
確
保
と
社
会
経
済
の
健
全

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

市
民
生
活
や
社
会
経
済
の
場

か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昨
今
、
暴
力
団
同
士
の
抗

争
事
件
や
一
般
市
民
を
巻
き

案
を
提
出
し
可
決
し
た
。

主
な
修
正
項
目
と
し
て
、

1

市
民
等
の
安
全
確
保
の
た
め

に
、「

市
は
暴
力
団
等
か
ら

危
害
が
加
え
ら
れ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
、
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
佐
賀
県
警

察
本
部
ま
た
は
警
察
署
に
対

し
警
察
官
に
よ
る
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
」
と
の
条
項
を

新
た
に
付
け
加
え
、
よ
り
効

果
的
な
条
例
と
し
た
。

地
域
主
権
一
括
法
の
関
連

で
、
こ
れ
ま
で
国
の
法
律
で

規
制
さ
れ
て
い
た
も
の
を
各

自
治
体
の
条
例
で
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
市
営
住
宅

入
居
者
の
利
用
料
金
や
入
居

資
格
・
条
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用
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事
業
系
ゴ
ミ
袋
を

細
分
化

嬉
野
市
営
住
宅

条
例
を
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嬉
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
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定
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育
て
支
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市
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て
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療
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こ
と
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な
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。
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組
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だ
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特
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す
べ

き
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人
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く
り
の
た

め
の
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に
積
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取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
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人
権
擁
護
委
員
の
中
島
雪

枝
氏
の
任
期
が
平
成
24
年
６

月
30
日
に
満
了
す
る
の
に
伴

い
、
新
た
に
杉
光
貴
美
子
氏

（
49
歳

塩
田
町
大
字
馬
場

下
）
を
市
長
が
推
薦
す
る
た

め
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。

こ
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議
会
と
し
て
全
会

一
致
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適
任
と
認
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員
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薦
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委
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さ
れ
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侵
犯
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場
合
に
は
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の
救
済
の
た
め
、
す
み
や
か

に
適
切
な
処
置
を
と
る
と
と

も
に
常
に
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
が

そ
の
使
命
で
あ
る
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

▲仕分けされた再生資源物（中継基地）

以
上
が
条
例
に
定
め
ら
れ
た
。

な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
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望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

３月補正予算の状況
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▲剣道に励む嬉野中の生徒

平
成
23
年
度

３
月
一
般
会
計

国
庫
補
助
事
業

へ
の
申
請
認
定

に
伴
う
国
庫
支

土
地
開
発
基
金

合
併
特
例
債
の

増
額
な
ど
、
国

か
ら
の
交
付
金

が
廃
止
さ
れ
、

厳
し
い
財
源
措

置
と
な
っ
た
。

補
正
の
主
な

内
容
は
、
塩
田

小
学
校
耐
震
補

強
改
修
・
嬉
野

中
学
校
武
道
場

等
建
設
・
屋
内

多
目
的
広
場
整

備
・
う
れ
し
の

茶
優
良
品
種
導

入
へ
の
追
加
な

土
地
開
発
基
金

か
ら
公
共
施
設

建
設
基
金
へ
１

億
５
千
万
円
と

地
域
づ
く
り
推

進
事
業
基
金
に

１
億
３
５
８
９

万
円
が
積
立
金

と
し
て
増
額
さ
れ
た
。

多
く
の
費
目
で
減
額
補
正

が
な
さ
れ
た
結
果
、
財
政
調

整
基
金
へ
２
億
５
５
２
２
万

円
繰
入
金
と
し
て
戻
入
れ
が

で
き
た
こ
と
は
、
今
年
度
財

政
運
営
の
大
き
な
成
果
で
あ

る
。厳

し
い
経
済
環
境
が
続
く

中
、
中
小
企
業
貸
付
保
証
料

が
７
２
６
万
円
増
額
さ
れ
、

景
気
の
回
復
に
支
援
を
期
待

し
た
い
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

七
つ
の
特
別
会
計
及
び
、
水

道
事
業
会
計
す
べ
て
に
お
い

て
減
額
補
正
と
な
り
、
収
支

決
算
の
結
果
が
気
が
か
り
で

あ
る
。

その他の主なもの

会 計 名 補 正 額 総 額

一般会計 3億9542万円 増 134億4258万円

国民健康保険 5259万円 減 42億3721万円

後期高齢者医療 523万円 減 2億9900万円

農業集落排水 1777万円 減 8億6901万円

公共下水道事業 485万円 減 2億5946万円

第７土地区画整理事業 162万円 減 2億5803万円

第８土地区画整理事業 318万円 減 1億6658万円

嬉野温泉公衆浴場 639万円 減 5015万円

収益的収入 1119万円 減 7億1967万円

収益的支出 2480万円 減 6億5573万円

資本的支出 300万円 減 3億4706万円

特
別
会
計

水
道
事
業

補正予算額

ふるさと応援寄付金基金 263万円 増

生活扶助費等扶助費 2350万円 減

がん検診等委託料 628万円 減

ワクチン接種費等委託料 1380万円 減

緊急雇用等委託料 1748万円 減

生活道路路線維持費 399万円 増

塩田小学校耐震補強改修 2億2454万円 増

嬉野中学校武道場等建設 1億3433万円 増

全天候型屋内多目的広場整備 5085万円 増

補
正
予
算 補

正
予
算
は
、

出
金
の
決
定
や
、

か
ら
の
繰
入
金
、

ど
が
計
上
さ
れ
、
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平
成
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年
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月
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例
会

議 案 名
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果

表
決
数

嬉野市暴力団排除条例修正案 可決 17.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

嬉野市子ども及び小学生の医療費の助成
可決 17.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○に関する条例等の一部を改正する条例

平成24年度嬉野市一般会計予算 可決 17.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度嬉野市一般会計
補正予算（６号）

可決 17.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

11

議員とかたろう会の要望にお答えします
今
回
で
６
回
目
に
な
る

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
を

平
成
23
年
11
月
21
日
か
ら
25

日
ま
で
の
４
日
で
開
催
し
ま

し
た
。

市
民
の
皆
様
よ
り
要
望
が

あ
っ
た
意
見
を
議
会
で
集
約

し
、
執
行
部
に
対
し
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

小
動
物
も
含
め
て
、
免
許

な
し
で
罠
が
掛
け
ら
れ
な

い
か
。
簡
単
な
捕
獲
の
許

可
が
出
来
な
い
の
か
。

(

答)

平
成
24
年
度
よ
り
小

型
鳥
獣
は
県
の
方
針
で
、
被

害
防
止
の
自
衛
捕
獲
で
あ
れ

ば
、
住
宅
敷
地
内
、
農
地
内

に
限
り
狩
猟
免
許
な
し
で
も

小
型
箱
わ
な
の
設
置
が
可
能

で
す
が
、
事
前
に
捕
獲
許
可

の
申
請
が
必
要
で
す
。
イ
ノ

シ
シ
は
、
事
業
地
内
に
お
い

て
、
囲
い
罠
で
捕
獲
で
き
ま

す
が
、
狩
猟
者
保
険
加
入
が

必
要
で
す
。
捕
獲
に
は
過
去

に
狩
猟
関
係
法
令
に
違
反
し

た
こ
と
の
無
い
方
に
限
り
ま

す
。

市
道
の
一
部
補
修
に
つ
い

て
は
、
原
材
料
費
の
支
給

は
あ
る
の
か
。

(

答)

市
道
の
管
理
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
市
が
行
い
ま

す
。
改
良
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
算
の
面
も
あ
り
優
先

順
位
を
決
め
て
事
業
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全

市
道
に
ま
で
い
き
わ
た
っ
て

な
い
の
が
現
状
で
す
。

地
元
区
役
等
で
施
工
可
能

な
補
修
に
つ
い
て
は
、
市
で

確
認
し
予
算
の
範
囲
内
で
材

料
費
の
支
給
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

行
政
防
災
無
線
を
市
内
各

事
業
所
へ
配
備
で
き
な
い

か
。
子
供
の
下
校
時
、
帰

宅
時
間
に
合
わ
せ
て
、
行

政
防
災
無
線
の
活
用
を
。

(

答)

市
に
お
い
て
は
24
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
事
業

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
受

信
機
の
配
置
は
市
内
の
各
世

帯
へ
の
配
置
と
あ
わ
せ
て
、

事
業
所
か
ら
の
要
望
に
よ
る

配
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

26
年
度
ま
で
は
現
在
の
運
用

形
態
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
下
校
時
の
防
災

行
政
無
線
の
活
用
は
24
年
度

か
ら
の
施
設
整
備
と
あ
わ
せ

て
検
討
し
ま
す
。

各
地
区
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
取
替
え
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
。

(

答)

市
内
の
各
地
区
の
防

大
型
の
道
の
駅
の
建
設
は

ど
う
考
え
る
か
。

(

答)

道
の
駅
は
、
道
路
管

理
者
の
国
（
地
方
整
備
局
）

や
都
道
府
県
が
基
本
的
な
施

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
は
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
雇
用
確
保
の
た
め

に
も
是
非
実
現
で
き
る
よ
う

努
力
を
つ
づ
け
て
ま
い
り
ま

す
。

設
で
あ
る
駐
車
場
や
ト
イ
レ

を
整
備
し
、
市
町
村
、
ま
た

は
そ
れ
に
代
わ
り
得
る
公
的

団
体
（
ほ
と
ん
ど
が
第
３
セ

ク
タ
ー
）
が
地
域
側
施
設
を

設
置
し
ま
す
。

市
と
し
て
も
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題

と
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

犯
協
会
に
対
し
て
、
防
犯
に

関
す
る
事
業
を
実
地
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
補
助
金
を
拠

出
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
変
更
は
節
電
や
経
費
節
減

効
果
も
あ
り
有
効
と
考
え
ま

す
が
、
要
望
さ
れ
て
い
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
へ
の
切
り
替
え
に
対
す

る
助
成
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
防
犯
協
会
で
検
討
な
さ
れ

市
内
は
空
き
店
舗
が
増
え

さ
び
し
い
街
と
な
っ
て
い

る
。
若
者
が
定
住
で
き
る

よ
う
に
企
業
誘
致
を
推
進

す
べ
き
で
は
。

(

答)

企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
県
と
随
時
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
企
業

誘
致
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
企
業
に
お
い

て
は
景
気
が
低
迷
し
て
い
る

中
、
更
な
る
事
業
展
開
や
規

模
の
拡
張
に
踏
み
切
れ
な
い

▲議員とかたろう会のスナップ

答

答答

答答

答

議
員
と
か
た
ろ
う
会

る
べ
き
事
項
と
思
わ
れ
ま
す
。
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本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
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０
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％
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４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
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を
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療
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等
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、
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の
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に
政
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提
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は
積
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き
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市
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。
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９
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議
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委
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任
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）
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回
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初
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催
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あ
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が
、
議
会
と
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て
、

そ
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の
案
件
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政
策
提

言
と
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て
執
行
部
に
申
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入

れ
た
。

こ
れ
か
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の
議
会
は
執
行

部
提
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に
対
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審
議
・
採

決
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る
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で
は
な
く
、
議

会
自
ら
も
積
極
的
に
提
案
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
で
今
後
と
も
政
策
討

論
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

「
湯
っ
く
ら
ー
と
」
に
つ

い
て
は
、
そ
の
設
立
当
時
の

環
境
と
様
相
が
大
き
く
変
わ

り
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き

た
役
割
は
他
の
民
間
の
施
設

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度

で
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
国

庫
補
助
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
施
設
で
あ
り
、
行
政
に
お

い
て
国
と
の
協
議
を
早
急
に

進
め
、
自
由
な
経
営
が
で
き

そ
こ
で
、
指
定
管
理
者
制

度
か
ら
除
外
し
て
同
じ
敷
地

内
で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
春
風
荘
」
と
の

一
体
運
営
と
指
定
管
理
者
制

度
の
契
約
期
間
を
１
年
毎
の

更
新
に
す
べ
き
と
の
２
点
を

提
言
し
た
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
施
策
と
し
て
定
住
促
進

条
例
の
奨
励
金
制
度
は
、
４

年
間
に
45
件
の
実
績
が
あ
る

が
、
制
度
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ
の

条
例
が
要
因
で
嬉
野
市
へ
定

住
を
決
め
ら
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。

転
入
奨
励
金
・
持
ち
家
奨

励
金
制
度
は
、
施
行
期
間
終

さ
ら
に
子
育
て
や
福
祉
な
ど

の
住
環
境
の
整
備
に
努
め
「

嬉
野
市
の
住
環
境
の
良
さ
」

と
、
こ
の
制
度
を
合
わ
せ
て

広
く
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
市
内
施
工
業
者
の

利
用
が
増
加
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

「
湯
っ
く
ら
ー
と
」

の
契
約
見
直
し
を

定
住
奨
励
金
の

Ｐ
Ｒ
拡
大
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
農
園
は
、

現
地
調
査
に
よ
り
立
地
条
件

を
含
め
利
便
性
も
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
整

備
が
不
充
分
な
点
も
見
受
け

ら
れ
た
。

民
間
で
も
同
様
の
取
り
組

み
も
あ
る
が
総
合
的
に
検
証

の
結
果
、
観
光
施
策
と
と
も

に
高
齢
者
・
障
が
い
者
対
策

等
福
祉
事
業
と
し
て
の
一
面

も
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
て
農
園
お
よ
び
周

辺
の
管
理
の
徹
底
や
、
情
報

誌
等
の
活
用
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
こ
と
に
よ
り
継
続
す
る

こ
と
を
提
言
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
に
は
、
農

業
体
験
を
通
じ
精
神
的
に
も

健
康
な
体
を
養
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

農
園
の
活
用
を

▲何とかしたい「湯っくらーと」

る
環
境
に
す
べ
き
と
言
え
る
。
了
後
も
継
続
す
べ
き
で
あ
り
、
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○駐車場完備で湯治客増を

○うつ病対策にどう取り組むか
梶原睦也議員（15P）

織田菊男議員（16P）

大島恒典議員（16P）
○公共施設に駐輪場整備を

○震災地のがれき処理は

○嬉野市の人口減少は

山下芳郎議員（18P）
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田口好秋議員（19P）
○基金の目標額は

田中政司議員（20P）
○大野原地区にある最終処分場の
拡張計画は

神近勝彦議員（21P）
○農道舗装を対象に
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○湯宿広場にトイレを

小田寛之議員（23P）
○区役ででた草や泥の市有の処分場を

田中平一郎議員（20P）
○五町田・谷所農業集落排水事業の
進捗状況は

副島孝裕議員（17P）
○伝承芸能を保存・継承していくための
支援策は
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ま
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口
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業
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ど
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。
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▲嬉野にも欲しい道の駅（太良の道の駅）
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れ
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Ｃ
Ｃ
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光
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携
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は
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26
名
女
性
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名
で
あ
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内
、
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。
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っ
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ん
質
問
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０
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梶
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梶
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梶
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長
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０
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０
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４
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％
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２
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は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。
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方
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付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
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万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
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は

・
３
％
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の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
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出
金
は
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定
の
額
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れ
、
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存
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源
の
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率
は
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前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の
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２
％
と
な

っ
た
。
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出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

織
田

合
併
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も
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口
が
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り
つ
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る
が
ど
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▲放置された自転車（高速インタ－付近）
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れ
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。
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、
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前
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予
算
比
９
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３
％
、
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千
万
円
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の

大
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予
算
が
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れ
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。
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予
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０
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３
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０
万
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、
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５
％
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５
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４
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２
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８
％
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９
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３
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２
百
万
円
、
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は
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、
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の
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２
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な
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は
、
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、
予
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接
種
事
業
を

は
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、「
中
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生
ま
で
の
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費
助
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」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
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の
支
出

が

・
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と
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出
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２
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っ
た
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出
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て
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は
じ
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ま
で
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％
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待
望
の
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会
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化
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副
島

少
子
高
齢
化
が
予
測

以
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速
さ
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、
特

色
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と
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、
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を
保
存
継

承
し
て
い
く
新
た
な
支
援
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

保
存
・
継
承
・
育
成

に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
の
事

備
し
て
い
く
か
ま
と
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節
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れ
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。
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。
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５
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。
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が
あ
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を
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い
っ
ぱ
ん
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▲楽しい保育園

▲復活した畦川内綾竹踊り
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。
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あ
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催
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。
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検
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田
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田

業
等
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支
援
を
し
て
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た
が
、

市
長
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島
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長

副
島

市
長

副
島

教
育
長

市
長

副
島

副
島
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年
度
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初
予
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平

成

年
合
併
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後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
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入
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に
つ
い
て
は
、

前
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比
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５
％
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の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
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か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
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２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
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っ
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付
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４
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９
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は

・
３
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の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
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出
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は
所
定
の
額

が
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上
さ
れ
、
依
存
財
源
の
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は
、
前
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比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。
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予
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に
つ
い
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は
、
各
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検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
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、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
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と
歳
出
予
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を

大
き
く
占
め
て
い
る
。
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歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の
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い
っ
ぱ
ん
質
問

が
必
要
で
あ
り
、
理
解
に
向

け
て
説
明
の
努
力
を
す
る
。

山
下

所
有
者
全
員
の
賛
同

が
期
限
ま
で
に
得
ら
れ
な
い

時
は
湯
河
原
温
泉
の
よ
う
に

賛
同
者
で
進
め
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

遅
れ
て
い
る
が
湯
河

原
方
式
と
は
違
う
の
で
当
初

か
ら
所
有
者
の
全
員
一
致
で

進
め
て
お
り
、
今
後
も
理
解

頂
く
よ
う
説
明
す
る
。

「
第
二
笹
屋
跡
地
」
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

山
下

駐
車
場
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
誘
客
に
つ
な
が
る

朝
市
イ
ベ
ン
ト
な
ど
市
民
の

声
を
活
か
せ
た
ら
と
思
う
。

ま
た
、
嬉
野
温
泉
の
泉
質

の
良
さ
を
活
か
す
た
め
に
源

泉
の
冷
却
タ
ン
ク
の
設
置
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

活
用
計
画
会
議
で
市

民
の
声
を
聞
く
。

源
泉
集
中
管
理
の
進
展
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
。

▲拡幅してほしい春日渓谷方面道路

▲お金のやりくりに苦労している会計課

田
口

平
成
18
年
か
ら
５
年

間
取
り
組
ん
だ
行
財
政
改
革

に
よ
る
財
政
効
果
額
は
。

市
長

目
標
額
を
７
６
２
８

万
円
上
回
り
25
億
９
４
２
４

万
円
の
実
績
額
と
な
っ
た
。

田
口

平
成
23
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
第
二
次
の
計

画
に
つ
い
て
示
せ
。

市
長

歳
出
削
減
に
つ
い
て

は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

事
業
の
民
間
委
託
、
組
織
機

構
の
見
直
し
、
定
員
管
理
の

適
正
化
等
１
０
５
項
目
を
上

げ
検
討
し
て
い
る
。

収
入
増
に
つ
い
て
は
、
財

政
健
全
化
の
推
進
、
補
助
金

の
見
直
し
、
自
主
財
源
の
確

保
、
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
等
に
取
り
組
み
、
加
え
て

市
税
や
公
共
料
金
の
滞
納
防

止
、
収
納
率
の
向
上
を
目
指

し
て
い
く
。
財
政
効
果
目
標

額
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
。

田
口

嬉
野
市
職
員
給
与
の

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
。

市
長

２
０
１
０
年
で
95
・

６
％
で
あ
る
。

田
口

国
家
公
務
員
の
給
与

削
減
法
案
が
国
会
を
通
過
し

た
。こ

の
こ
と
に
対
す
る
市
長

の
見
解
と
こ
の
制
度
を
導
入

す
る
の
か
尋
ね
る
。

市
長

国
は
国
の
考
え
、
地

方
自
治
体
は
地
方
自
治
体
の

考
え
で
運
営
し
て
い
く
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
制
度
に
つ

い
て
は
、
６
団
体
で
国
に
要

望
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方

針
に
従
う
。

田
口

市
債
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
る
が
、
基
金
の
額
は
い

市
長

財
政
健
全
化
を
は
か

り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
の
が
私
の
責
務
で
あ
る
。

合
併
し
て
新
し
い
市
と
し
て

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
責
任

を
負
っ
て
い
る
の
で
、
基
金

に
つ
い
て
も
慎
重
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
合
併
後
の
算
定

変
え
の
時
期
が
来
る
が
、
そ

の
時
の
基
金
の
目
標
額
を
百

億
円
と
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
非
常
に
厳
し
い

と
思
う
が
、
目
標
額
を
確
保

し
な
が
ら
事
業
展
開
を
し
て

い
く
た
め
に
中
期
財
政
計
画

を
作
り
、
そ
の
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
国
道
４
９
８
号
バ
イ
パ
ス

案
に
つ
い
て

・
道
の
駅
に
つ
い
て

・
楠
風
館
の
楠
に
つ
い
て

「
第
二
笹
屋
跡
地
」
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

く
ら
を
目
標
と
し
て
い
る
か
。

市
長

山
下

山
下

市
長

金
の
目
標
額
は

総
額
を
百
億
と
考
え
て
い
る

答

田
口
好
秋

議
員

基

田
口

市
長

田
口

市
長

田
口

市
長

田
口

市
長

田
口

市
長
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本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の

億
１
２
百
万
円
、

国
・
県
支
出
金
は
所
定
の
額

が
計
上
さ
れ
、
依
存
財
源
の

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
増
の

･
２
％
と
な

っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

本
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成

年
合
併
以
後
最
大
規
模

の
１
３
１
億
８
２
百
万
円
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
・

３
％
、

億
２
千
万
円
増
の

大
型
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の

億
８
３
３
０
万
円
を

計
上
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
比

・
５
％
増
の
５
億

７
４
百
万
円
が
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財
源

比
率
は
、
前
年
比
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
の

・
８
％
と
な

っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
１

億
４
千
万
円
増
の

億
９

千
万
円
、
市
債
は

・
３
％

増
の
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い
っ
ぱ
ん
質
問

い
き
た
い
。
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光
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・
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品
評
会
対
策

▲大野原の産廃処分場

▲農道整備に精を出す地区の人たち（真上吉田地区）

神
近
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取
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神
近

向
上
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動
が
水
路
改

修
だ
け
で
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限
ら
れ
た
活
動
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っ
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く
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熱
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田
中

環
境
下
水
道
課
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中
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道舗装を対象に

返還金等の問題がある答
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市
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予
算
に
つ
い
て
は
、
各

種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
を

は
じ
め
、「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
」
等
の
新
規
事

業
を
含
め
、
民
生
費
の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

度
か
ら
締
結
し
て
い
る
か
。

環
境
下
水
道
課
長

今
の
と

こ
ろ
締
結
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い
な
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。
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結
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は
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部
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業
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護
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施

22

い
っ
ぱ
ん
質
問
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年

▲コンポスト化するための設備(五町田・谷所農業集落排水施設)
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９
６
０
０
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０
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０
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０
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な
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検
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。
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の
支
出

が

・
７
％
と
歳
出
予
算
を

大
き
く
占
め
て
い
る
。

待
望
の
社
会
文
化
体
育
館
の

観光にも貢献
嬉野市議会視察来庁（議会関係）

22～24年度 42
市
町

人
が
来
訪
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▲視察対応する委員会のメンバー

議会広報編集特別委員会
知
ら
ぬ
人
に
盃
強
い
る
桜

か
な
（
子
規
）。
満
開
の
桜

を
み
て
い
る
と
思
わ
ず
仲
間

と
盃
を
や
り
と
り
し
た
く
な

る
気
分
▼
し
か
し
東
日
本
の

人
た
ち
は
未
だ
震
災
復
興
や

放
射
能
汚
染
と
問
題
を
抱
え

た
ま
ま
で
花
見
気
分
に
は
程

遠
い
状
況
▼
一
日
も
早
い
復

興
が
望
ま
れ
る
な
か
、
国
会

で
は
相
も
変
わ
ら
ず
与
野
党

の
足
の
引
っ
張
り
合
い
と
実

に
嘆
か
わ
し
い
限
り
。
政
治

は
三
流
と
よ
く
い
っ
た
も
の

で
す
▼
寺
山
修
司
の
詩
に

「
時
計
の
針
が
前
に
進
む
と

時
間
に
な
り
、
後
に
進
む
と

思
い
出
に
な
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
我
が
嬉
野
市
も
「
思

い
出
」
に
浸
る
こ
と
な
く
、

一
歩
前
へ
と
時
を
刻
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
▼
そ
の
た

め
に
市
議
会
と
し
て
も
一
致

結
束
し
て
更
な
る
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

(

要)

コ
　
ラ
　
ム

委
員
長

小
田
寛
之

副
委
員
長

山
下
芳
郎

委

員

山
口

要

〃

平
野
昭
義

〃

織
田
菊
男

〃

副
島
孝
裕

〃

梶
原
睦
也

〃

山
口
忠
孝

嬉
野
市
議
会
に
は
、
全
国

各
地
の
市
町
議
会
よ
り
視
察

団
の
方
々
が
み
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
ま
で
の
視
察
者
は

42
市
町
・
３
６
１
人
で
し
た
。

視
察
に
み
え
ら
れ
た
中
の

２
０
７
人
が
嬉
野
市
に
宿
泊

さ
れ
、
議
会
と
し
て
僅わ

ず

か
な

が
ら
も
観
光
に
寄
与
し
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
市
議
会
で
は
、
議
会
改

革
（
議
会
基
本
条
例
等
）
関

連
の
視
察
対
応
は
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
で
、
議
会
だ

よ
り
関
連
の
視
察
対
応
は
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で

す
べ
て
議
員
が
行
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
に
読
ん

で
頂
け
る
議
会
だ
よ
り
を
作

る
と
と
も
に
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

★この印刷物は、１部あたり24円でできています。

年 月 日 県 名 議 会 名 人数
22 4 5 佐賀県 佐賀市議会 24
22 4 12 宮崎県 新富町議会 5
22 5 19 福岡県 みやま市議会 11
22 7 1 山形県 寒河江市議会 9
22 7 16 大分県 豊後大野市議会 13
22 7 21 熊本県 菊陽町議会 7
22 8 5 熊本県 菊池市議会 5
22 8 20 佐賀県 有田町議会 10
22 9 28 栃木県 矢板市議会 3
22 9 30 佐賀県 唐津市議会 3
22 10 29 埼玉県 戸田市議会 13
22 11 18 山口県 美祢市議会 12
22 11 24 佐賀県 太良町議会 8
23 1 19 沖縄県 南風原町議会 11
23 1 19 岡山県 笠岡市議会 6
23 1 20 徳島県 三好市議会 11
23 2 1 沖縄県 南城市議会 3
23 2 2 福岡県 小郡市議会 12
23 2 2 大分県 日出町議会 7
23 2 3 三重県 松坂市議会 6
23 2 8 熊本県 氷川町議会 6
23 2 17 沖縄県 浦添市議会 1
23 5 13 鹿児島県 いちき串木野市議会 7
23 5 19 山口県 光市議会議会 10
23 7 26 奈良県 五條市議会 10
23 9 1 東京都 早稲田大学 議会改革調査部会 11
23 10 20 長崎県 五島市議会 8
23 10 25 広島県 東広島市議会 9
23 10 27 和歌山県 海南市議会 5
23 11 8 宮崎県 串間市議会 8
23 11 9 鹿児島県 西之表市議会 8
23 11 10 鹿児島県 日置市議会 7
23 11 15 福岡県 小郡市議会 8
23 11 16 神奈川県 厚木市議会 11
23 11 21 鹿児島県 姶良市議会 12
23 11 21 岩手県 八幡平議会 7
24 1 18 千葉県 成田市議会 12
24 1 30 鳥取県 倉吉市議会 4
24 2 2 滋賀県 草津市議会 9
24 2 9 長崎県 東彼杵町議会 9
24 2 15 鹿児島県 志布志市議会 14
24 3 26 石川県 羽咋市議会 6
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